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「
植
え
よ
う
よ　

大
地
に
緑　

天
た
か
く
」

〜
北
空
港
ふ
れ
あ
い
緑
地
で
秋
田
県
植
樹
祭
〜

目
抜
き
通
り
を
会
場
に
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

〜
第
21
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
〜

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
初
夏
の
日
曜
日

と
な
っ
た
６
月
５
日
、
「
第
21
回
ふ

る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
（
和

田
テ
ヱ
子
実
行
委
員
長
）
」
が
鷹
ノ

巣
駅
前
・
銀
座
通
り
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
目
抜

き
通
り
が
、
餅
を
買
い
求
め
る
人
や

見
物
客
な
ど
終
日
多
く
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
餅
の
販
売
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
各
団
体
の
出
店
が
中
心
。

各
地
区
婦
人
会
な
ど
が
用
意
し
た
お

焼
き
や
ご
ま
餅
な
ど
手
づ
く
り
の
餅

は
、
種
類
も
彩
り
も
豊
か
で
、
開
店

と
同
時
に
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
餅
の
引
き
伸
ば
し
大
会
や

流
し
ソ
ー
メ
ン
大
会
も
大
盛
況
。

　

そ
し
て
、
午
後
か
ら
始
ま
っ
た
ふ

る
さ
と
踊
り
に
は
、
各
地
区
婦
人
会

な
ど
９
団
体
、
３
０
０
人
を
超
え
る

踊
り
手
が
参
加
、
餅
を
振
舞
う
大
八

車
と
綴
子
大
太
鼓
の
先
導
で
華
や
か

な
行
列
が
始
ま
り
、
沿
道
を
埋
め
る

観
衆
は
、
あ
で
や
か
な
衣
装
の
踊
り

手
や
、
子
ど
も
太
鼓
の
か
わ
い
い
し

ぐ
さ
に
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。 

　

第
56
回
秋
田
県
植
樹
祭
が
５
月
28

日
「
あ
き
た
北
空
港
周
辺
ふ
れ
あ
い

緑
地
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
県
知

事
ほ
か
関
係
者
、
市
民
ら
に
よ
っ
て

記
念
植
樹
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
緑
化

推
進
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
学
校
・

団
体
が
表
彰
さ
れ
、
森
林
づ
く
り
や

緑
の
保
全
に
よ
る
豊
か
な
郷
土
づ
く

り
へ
の
誓
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
水
と
緑
の

創
造
及
び
環
境
保
全
な
ど
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
旧
町
時
代
を
含
め

る
と
、
北
秋
田
市
で
は
こ
れ
ま
で
、

昭
和
33
年
の
旧
鷹
巣
町
（
中
央
公
園
）
、

48
年
の
旧
合
川
町
（
山
枡
沢
）
、
55

年
の
旧
森
吉
町
（
浦
田
字
高
淵
地
内
）

と
計
３
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

植
樹
祭
の
記
念
に
設
置
さ
れ
た
記

念
碑
に
は
、
藤
嶋
駿
輔
君
（
鷹
巣
中

学
校
２
年
）
の
標
語
「
植
え
よ
う
よ

大
地
に
緑　

天
た
か
く
」
が
記
さ
れ
、

緑
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

温
暖
化
や
環
境
破
壊
な
ど
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
今
、
植
樹
や
緑
化
推

進
は
、
私
た
ち
が
で
き
る
最
も
地
球

に
優
し
い
対
策
の
一
つ
で
す
。

種類も豊富な餅の販売

女性パワーがみなぎったふるさと踊り

市民らが参加し、1,100本の樹木を植樹しました

寺田県知事ほか植樹祭のテーマとなった標語の

入選者・藤嶋駿輔君らが参加し、記念碑を除幕


